
市政に対する 一般質問

市とウエルシア薬局株式会社の
　　　　　      連携による移動販売について

問  

移
動
販
売
の
実
施
経
緯
と
実

績
に
つ
い
て
。

答  

小
売
店
減
少
な
ど
に
よ
る
買

物
環
境
の
変
化
や
高
齢
化
に
伴
う

高
齢
者
の
買
物
課
題
解
決
。

　ま
た
全
国
的
に
も
地
域
の
つ
な

が
り
の
希
薄
化
が
顕
著
と
な
る
中

で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
考
え
。

　こ
れ
を
ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
が
共

感
し
て
く
だ
さ
り
、
全
国
初
の
地

域
共
生
型
・
多
世
代
交
流
型
の
移

動
販
売
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き

た
。　実

績
と
し
て
は
、
週
５
日
、
市

内
45
箇
所
で
販
売
。
４
月
末
ま
で

の
利
用
者
は
４
４
９
４
人
、
週
平

均
２
４
０
人
で
あ
る
。

問  

移
動
販
売
の
将
来
計
画
に
つ

い
て
。

答  

販
売
場
所
の
追
加
や
変
更
要

望
に
応
じ
て
、
８
月
か
ら
新
ル
ー

ト
運
行
予
定
。
今
後
の
運
行
状
況

と
販
売
体
制
を
考
慮
し
、
10
箇
所

か
ら
15
箇
所
程
度
は
増
や
し
た
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安
心
に

通
え
る
通
学
路
に
つ
い
て

○
通
学
路
変
更
が
生
じ
た
場
合
の

対
応
に
つ
い
て

水城公園東側園地再整備について
市内学校教育現場について

問  

水
城
公
園
東
側
園
地
再
整
備

事
業
の
概
要
及
び
進
捗
に
つ
い
て
。

答  

こ
れ
ま
で
あ
お
い
の
池
の
護

岸
工
事
や
東
側
入
口
の
し
ゅ
ん
せ

つ
工
事
な
ど
を
実
施
し
た
。
東
側

入
口
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
行

田
・
蓮
田
線
か
ら
の
出
入
り
が
可

能
と
な
り
、
公
園
の
利
便
性
が
大

き
く
向
上
し
た
。
本
年
度
は
東
側

園
地
内
に
新
た
な
駐
車
場
の
整
備

等
を
予
定
し
て
い
る
。

問  

教
育
現
場
で
の
働
き
方
改
革

取
組
後
の
現
状
に
つ
い
て
。

答  

全
体
的
に
時
間
外
在
校
等
時

間
は
減
少
し
て
い
る
が
、
突
発
的

な
指
導
や
保
護
者
と
の
教
育
相
談

等
に
時
間
を
費
や
し
て
い
る
。
中

学
校
に
お
い
て
は
、
部
活
動
指
導

に
よ
る
時
間
外
勤
務
も
顕
著
で
あ

り
、
こ
う
し
た
時
間
を
縮
減
す
る

こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。問  

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
の

導
入
に
つ
い
て
。

答  

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
で
早

期
解
決
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
が

期
待
で
き
る
が
、
導
入
に
つ
い
て

は
本
市
に
お
け
る
問
題
事
案
の
内

容
や
発
生
件
数
等
を
見
な
が
ら
研

究
し
て
ま
い
り
た
い
。

駒 見 行 彦（令和研究会）

忍川の治水機能の向上及び
　　　　　   内水対策事業について小 林  修（令和研究会）

問  

浸
水
対
策
重
点
地
域
緊
急
事

業
の
調
節
池
、
河
道
拡
幅
工
事
に

伴
う
、
市
道
、
水
路
等
の
廃
止
、

存
続
、
付
け
替
え
の
協
議
は
。

答  

埼
玉
県
と
の
協
議
を
経
て
実

施
さ
れ
て
お
り
、
調
節
池
地
内
の

市
道
認
定
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、

来
年
の
３
月
議
会
に
お
い
て
実
施

し
、
河
道
拡
幅
に
よ
る
市
道
、
水

路
の
存
続
及
び
付
け
替
え
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
協
議
中
で
あ
る
。

問  

大
雨
等
に
よ
り
冠
水
す
る
警

察
署
、
消
防
署
が
位
置
す
る
緊
急

輸
送
道
路
の
南
大
通
り
線
の
内
水

対
策
の
実
施
は
。

答  

災
害
時
に
お
い
て
非
常
に
重

要
な
路
線
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
忍
川
と
密
接
に
関
係
し
て

い
る
た
め
、
埼
玉
県
に
お
い
て
実

施
し
て
い
る
浸
水
対
策
の
効
果
を

含
め
、
適
切
に
対
応
す
る
。

問  

国
に
お
い
て
特
定
河
川
と
し

て
指
定
さ
れ
た
、
忍
川
、
元
荒
川
、

星
川
、
武
蔵
水
路
の
市
の
対
応
は
。

答  

国
県
及
び
関
係
市
町
と
連
携

し
、
法
の
周
知
、
雨
水
貯
留
管
な

ど
流
出
抑
制
対
策
を
実
施
す
る
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
多
面
的
機
能
発
揮
促
進
事
業

○
下
長
野
用
水
路
改
良
事
業

小 林 淳 一（令和研究会）

⓭　ぎょうだ議会だより

⃝

国
土
強
靭
化
の
取
組
の
更
な
る
加
速
化

を
求
め
る
意
見
書
　
　
　
　（
原
案
可
決
）

　
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、
社
会
の

重
要
な
機
能
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、

国
土
強
靭
化
の
取
組
を
更
に
加
速
化
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

１　
令
和
７
年
度
ま
で
の
５
か
年
加
速
化

対
策
期
間
に
お
い
て
、
さ
ら
に
強
力
に
国

土
強
靭
化
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
。
あ

わ
せ
て
、
５
か
年
加
速
化
対
策
終
了
後
も
、

実
効
性
の
あ
る
対
策
を
継
続
的
に
講
ず
る

た
め
の
必
要
な
予
算
・
財
源
を
別
枠
で
安

定
的
に
確
保
す
る
こ
と
。

２　
地
方
自
治
体
が
実
施
す
る
国
土
強
靭

化
対
策
に
必
要
な
予
算
の
総
額
確
保
を
図

る
こ
と
。

３　
地
方
整
備
局
等
の
人
員
・
資
機
材
の

確
保
な
ど
、
災
害
対
応
の
た
め
の
国
の
組

織
体
制
の
充
実
・
強
化
を
継
続
的
に
図
る

こ
と
。

４　
河
川
の
氾
濫
を
防
止
す
る
国
直
轄
事

業
の
整
備
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

地
方
自
治
体
が
実
施
す
る
河
川
整
備
に
対

す
る
財
政
支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。
あ

わ
せ
て
、
流
域
治
水
対
策
に
基
づ
き
、
荒

川
や
利
根
川
な
ど
の
大
河
川
が
氾
濫
し
た

場
合
の
備
え
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
こ
と
。

（
提
出
先　
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
）


